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１．2023 年度後期開講一般クラス 

 

2023年 10月 16日から 2024 年 1月 26日まで、一般クラス計 14クラスと、TOEIC Speaking & Writing 特別

試験対策講座を開講し、計 41名（延べ人数）の登録があった。（TOEIC 試験対策講座（下記図ピンク色クラ

ス）は 10月 3日から 12月 15日）前期授業に参加した学生らから「英会話クラス」枠増加の要望もあり、ベ

ンジャミン・ジョンソン教員は、英会話と発音練習クラス「English Conversation and Pronunciation」、滝川

祐子教員は、初級英会話クラス「English Conversation」を新たに開講した。 

2 月 5 日から 4日間、教職員向けの「Staff Big Questions」クラスを昼休みに開講し 10 名の登録があった。

2月 13日から 3日間、マレーシア・多文化体験プログラムの参加者の英語力向上を目的としたクラス「English 

Communication for Study Abroad at UPM」を開講した。同プログラム参加者以外の学生も 2名参加した。 

春季休暇中の 3月 16日～18日、前回大変好評であった IELTS 試験対策講座を実施した。大学教育基盤セン

ターのマクラハン准教授が中心となり、出身地の異なる 4名のネイティブインタビュアーと実践的に対話練習

を行った。 
 

 

 

 



後期開講クラス別の参加延べ人数は下記の表の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス名 
前期を通じての

出席者数 

English Conversation and Pronunciation 51 

Discussing Current Events and World News 10 

Spanish 17 

English Music Culture 35 

Ethics & Morality 26 

English Conversation 35 

Globalization & International Policy 16 

Creative Writing 14 

上級中国語 26 

Big Questions 66 

All are welcome! GCSC Meeting 39 

English Discussion 12 

Sharing Your Travel Experience 7 

Staff Big Questions 27 

TOEIC 試験対策講座（定員 35名） 595 

English Communication for Study Abroad at UPM 9 

IELTS 試験対策講座（定員 10名） 26 

合計 1,015 



２．TOEIC Speaking & Writing テストならびに対策講座 

12 月 17日(日)に幸町キャンパス情報メディアセンターの PC ルームにて

TOEIC Speaking &Writing テストを実施した。合計 31名の学生が受検した。本

テストを無料受検するための条件として、対策講座の受講を義務付けた。対策

講座は 10月 5日(水)から 12月 16日(金)まで対面およびハイブリッド形式で

実施し、学生 39名と職員 2名の計 41名が登録し、延べ 595名（概算）が受講

した。 

 

３．グローバル・カフェ イベント 

 

１）*ITER 木村貴一さん公開授業 (10月 26日[木])   共催：教育学部 

木村さんの勤務先である核融合実験炉 ITER（イーター）および木村さんのお子さんが通う「PACA マノスク

国際学校」について紹介された。ワークショップ形式とし、参加した学生間では多くの意見が交わされた。留学

生 9名、日本人学生 14名、教職員 9名、学外者 1 名の計 33人が参加した。 

<詳細: 香川大学 :: October 26 グローバル・カフェ×教育学部木村さん公開授業 (kagawa-u.ac.jp) > 

 

２）*留学報告イベント（アメリカ&ブルネイ編） (10月 31 日[火]) 

本学との学術交流協定校であるアメリカのコロラド州立大学と、同じく協定校であるブルネイ・ダルサラーム

国のブルネイ・ダルサラーム大学に留学した学生 1 名ずつをゲストスピーカーとして迎えた。留学生活の一か月

目は、まったく英語が分からない状況でとても苦しかったが、6カ月後には、ほぼ理解できるようになったとい

うエピソードや、授業外でのクラブ活動などを通して、現地の友人らと親睦を深めた話などが紹介された。留学

生 1名、日本人学生 10名、教職員 4名の計 15人が参加した。 

<詳細：香川大学 :: October 31 留学報告イベント（アメリカ＆ブルネイ編） (kagawa-u.ac.jp) > 

 

３）*栗林公園紅葉散策イベント（11月 30日[木]） 

栗林公園内最大のお茶室である掬月亭（きくげつてい）で、立礼式のお点前を見学した。通訳案内士よりお手

前について英語でも解説があり、参加者全員で和菓子とお抹茶を堪能した。その後、飛来峰（ひらいほう）など

に寄りながら、紅葉した園内を皆で散策した。学生 18名、教員 2名の計 21 名が参加した。 

  <詳細： 香川大学 :: November 30 栗林公園もみじ散策イベント (kagawa-u.ac.jp)  > 

 

４）*第５回英語俳句コンテスト（受賞式 12月 19 日[火]） 

英語俳句の募集期間を 10月 10日（火）から 11月 19日（日）とし、59名の教職員と学生が参加した。審査

員は本学大学教育基盤センターIan Willey准教授が勤め、授賞式をハイブリッド形式で実施した。 

<詳細：香川大学 :: December 4 第 5 回英語俳句コンテスト (kagawa-u.ac.jp) > 

 

５) *マレーシア異文化交流会（12月 7日[木]） 

本学の学術交流協定校であるプトラ・マレーシア大学の学生 10名と職員 1名が "Canselorian: Global 

Outreach Programme" と題したプログラムの一環として、12月 7日～8日に来学した。両大学より自国紹

介ゲーム、民族衣装の紹介、対話交流などを通じて交流を深めた。日本人学生９名、留学生 13 名、教職員

４名が参加した。 

<詳細：香川大学 :: December 7 マレーシア異文化交流イベント (kagawa-u.ac.jp) >  

 

６) *屋島お遍路体験ハイキングイベント（12月 15日[金]） 

TOEIC S&W の授業の様子 

https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/october-26/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30717/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30885/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30885/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/april-14/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/april-14/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/april-14/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/april-14/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30719/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30965/


「初級日本事情 a 【ロ】」の授業とのジョイントイベントとして実施した。屋島で遍路を体験すること 

と屋島山頂からの瀬戸内海の自然、歴史、景観を学ぶことを目的とし、授業を履修する留学生 8名ととも

に、香川大学生 4名、教員 2名の総勢 14名が参加した。 

<詳細：香川大学 :: December 15 屋島お遍路体験ハイキングイベント (kagawa-u.ac.jp) > 

 

７) *第 9 回 英語プレゼンテーションコンテスト（12 月 16日[土]） 

今年はテーマを”Being an adult”とし、Restricted レベル（初中級）と Open レベル（中上級）に分

かれ、日本人学生 12名、留学生 3名(マレーシア 1名、中国１ 名、マラウイ１名)の計 15名が１人 5分以

内の発表に挑んだ。 

<詳細：香川大学 :: December 16 第 9 回英語プレゼンテーションコンテスト (kagawa-u.ac.jp) >  

 

８) *留学報告イベント（オー ストラリア編）（12月 21日[火]） 

西オーストラリア大学付属の語学学校で５週間の語学研修を修了した 3人より現地パースでの授業の様子

や、ホストファミリーとの生活について報告があった。現地でのクラスは 8割が日本人であったことや、

ホームステイ先のトラブルなどのエピソードを話され、参加者は熱心に耳を傾けていた。日本人学生 3

名、留学生 3 名、教職員 3名が参加した。 

<詳細：香川大学 :: December 21 留学報告イベント（オーストラリア編 Vol.2） (kagawa-u.ac.jp) > 

 

９) *留学報告イベント（台湾編）（1月 30 日[火]） 

国立政治大学 （台湾）で 10か月間の留学を終えた 3名が現地の大学での授業や生活などの紹介を行なっ

た。授業の一部は英語で書かれた教科書を中国語で説明するため、中国語だけではなく英語の習得も余儀

なくされたことや、現地では日本のアニメや歌を耳にすることが多く、日本への関心の高さが伺えた、な

どの報告があった。日本人学生 4人、教職員 5名の計 9名が参加した。 

<詳細：香川大学 :: January 30 留学報告イベント（台湾・国立政治大学編） (kagawa-u.ac.jp) >  

 

１０) *Barry Russell博士トークイベント（ハイブリッド形式）（3月 22日[金]）  

チャールズ・ダーウィン大学（オーストラリア、ノーザンテリトリー州）リサーチフェローの Barry 

Russell先生をお迎えし、オーストラリア最北の都市であるダーウィンの成り立ちや歴史と、ご自身の研

究（魚類分類学）についてご紹介いただいた。ハイブリッド形式で実施し、学生 8名（オンライン 6

名）、教職員 10名（オンライン 1名）の計 18名が参加した。 

 

*ダイバーシティ推進室共催イベント 

昨年度発足した D＆I推進委員会において、インターナショナルオフィスは多文化共生推進に関する措置

を担当することとなった。昨年後期以降のグローバル・カフェが開催する多文化共生に関するイベントに

ついては、多文化共生理解を深めることを目的として、ダイバーシティ推進室との共催としている。 

 

 

 

 

 

https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/december-15/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30718/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30963/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/31088/


４．学生共催イベント 

 

１)ハロウィンイベント（10月 19 日[木]）共催：ICES 

「10月、新たに来日した留学生たちと香大生が、交流できるきっかけ

を作りたい」という香川大学異文化交流会（Inter-Cultural Exchange 

Society (ICES)）の思いにより、ICES とグローバル・カフェの共催にて

実施した。ICES 考案の自己紹介ゲームやお菓子つかみ取りなどのアクテ

ィビティを通じて交流を深めた。留学生 19名、日本人学生 16 名、教職

員 3名の計 38 人が参加した。 

<詳細：香川大学 :: October 19 グローバル・カフェ×ICES（香川大学異文化交流会）ハロウィンイベント 

(kagawa-u.ac.jp)> 

 

２)年末交流イベント（12 月 20日[水] & 12 月 22日[金]）共催：ICES 

12月 20日（水）と 12月 22日（金）の二部制とした。世界の年末年始の風

習に関するトリビアクイズやピニャータ*割りを行なった。両イベントを合わ

せて、延べ日本人学生 17 名、留学生 17名、教員 6名の計 40 名の参加がし

た。 

*中にお菓子を入れた紙製のくす玉 

<詳細：香川大学 :: December 20 & 22 グローバル・カフェ×ICES（香川大学異

文化交流会）年末交流イベント (kagawa-u.ac.jp)> 

 

３)将棋イベント（1月 23日[火]）共催：香川大学将棋部 

将棋の魅力を広めたい、将棋を通じて国際交流

がしたいという将棋部の提案により本イベントを実施した。将棋部員による将棋

のルール説明（日英）、実践練習、将棋に関するクイズを行った。参加した留学

生は、学んだことを実践に生かしたいと意気込んでいた。日本人学生 8名、留学

生 6名、教職員 4名 の計 18 名が参加した。 

<詳細：香川大学 :: January 23 グローバル・カフェ×香川大学将棋部 将棋体験教

室 (kagawa-u.ac.jp)> 

 

５.留学相談 

日本人学生を対象に、留学相談を 9月から開始した。学生の希望に合わせて相談時間を設定し、対面 

計 16回で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30715/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30715/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30962/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/30962/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/january-23/
https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/event/29893/january-23/


６．Newsletter の発行 

グローバル・カフェの活動を報告し、次学期のクラスについて周知することを目的に、年に 2 回発行 

することとし、第 7号を 10 月に発行した。第 8号は 4月に発行予定である。 

過去の Newsletter香川大学 :: Newsletter (kagawa-u.ac.jp) 

 

 

 

７.高校生訪問 

 

香川県内外の高校生が香川大学を訪れ、グローバル・カフェを訪問した。グローバル・カフェの授業や

イベントについて、約 10 分間で紹介した。 

 

9 月 13 日（水）丸亀城西高校 

9 月 27 日（水）丸亀高校 

9 月 29 日（金）高松桜井高校 

10 月 17 日（火）高知県立追手前高校 

10 月 25 日（水）岡山県立玉島高校 

11 月 10 日（金）岡山県立総社高校 

11 月 28 日（火）高松東高校（自由見学） 

12 月 5 日（火）高松南高校 

12 月 8 日（金）兵庫県立鳴尾高校 

2 月 7 日（水）坂出高校 

https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/englishcafe/27279/


８.グローバル・カフェ 2023年度後期利用者実績  

  2023年度後期(2023年 10月～2024年 2月)の利用者延べ人数は計 2,012 人であった。 

詳細は下記の表の通りである。 

（参考：2023 年前期延べ 3150人、2022 年度前期延べ 1,818 人、同年度後期延べ 775 人） 
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